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産婦人科領域におけるPC-904の 基礎的,臨 床的研究

高瀬善次郎 ・白 藤 博 子 ・内 田 昌 宏

川崎医科大学産婦人科学教室

PC-904はAmpicillin(ABPC)のamino基 に4-

hydroxy-3-carboxy1-1,5-naphthyridineを 導 入 した 新

しい半 合 成 ペ ニ シ リンで あ る。

本 剤 はFig.1に 示 す 構 造 式 を有 し,グ ラム陽 性 菌 な

らび に グ ラム陰 性 菌 に対 し抗 菌 性 を 示 し,と くにE.coli,

Klebsiella, Proteus, Serratia, Pseudomonas aerugi-

msaな どに強い抗菌力を示す ことが知 られている1).2)。

今回,本 剤について産婦人科領域での基礎的,臨 床的

検討を行な う機会を得たので,そ の成績を報 告す る。

I.抗 菌 力

実験方法:当 教室保存の臨床分離株 であ るStaph.au-

reus50株 ・E.coli 50
.株,Klebsiella50株,Pr.

mirabilis 50株, Pr. vulgaris 22株, Pseudomonas

asrugsnosa 50株 に対す るPC-904の 抗菌力(MIC)の

測定 を日本化学療 法学 会標準法に より行なった。

また同時に対照薬剤 と し てCarbcnicillin(CBPC),

Sulbenicillin(SBPC),Gemamicin(GM)のMICを

測定 し,感 受性の分布 につい て比較検討を行な った。

Fig. 1 Chemical structure of PC-904

Table 1 Sensitivity of PC-904, CBPC, SBPC and GM against clinical isolated organisms
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な お,接 種 菌 量 はStaph.aureusが106/ml,他 は106/

mlで あ った。

実 験 成 繊:臨 床 分 離 株 に 対 す る感 受性 分 布 をTable 1

に示 した。

Staph.aureus 50株 に 対 してPC-904は,0.78μg/ml

か ら>100μg/mlま で か な り幅広 く分 布 して お り,全

体 と してGMが 一 番 優 れ て い た。

Ecoli 50株 に 対 して は,PC-904はCBPC,SBPCよ

りは 幾 分優 れ て いた が,GMよ りは 劣 っ てい た。

κ18bsi811a50株 に 対 し て は,PC-904のpeakは

3,13～6,25μg/mlを 示 した の に対 し,CBPC,SBPCは

いず れ も ≧100μg/mlに 分 布 して お り,PC-904は 非 常

に優 れ た 感 受 性 を示 した が,GMよ りは 劣 っ てい た。

Pr.mirabilisに 対 して は,PC-904のpeakは1.56

μg/mlを 示 し,CBPC,SBPC,GMと 似 た 成 績 で あ っ

た。 また>100μg/mlの 耐 性 株 は,CBPCに14%,

SBPCに12%存 在 した が,PC-904に は1株 もなか っ

た。

Pr.mlgarisに 対 して は,PC-904のpeakは,1.56

μg/mlで あ るの に対 し,CBPCで は3.13～12.5μg/ml,

SBPCで は1.56～6.25μg/ml,GMで は1.56～3.13

μg/mlで あ った 。 ま た>100μg/mlの 耐性 株 はPC-

gO4,SBpCに23%,CBPCに41%存 在 した。

Ps側domonasに 対 して は,PC-904のpeakは1.56

～3.13μg/mlで あ る のに 対 し,CBPC,SBPCは い ずれ

も ≧50μg/mlに 分 布 して お り,GMは3.13～6.25μ9/

mlで あ り,PC-904は 対 照 薬 剤 に 比べ 非 常 に 優 れ た感

受 性 を 示 した。

II.臨 床 成 績

腎 孟 腎 炎10例,手 術 後 の 膿 瘍2例,子 宮 溜 膿腫1例,

子 宮 労 結 合 織 炎1例,産 褥 熱1例,術 創 感 染1例 の計16

例 につ い てPC-904の 治療 効 果,副 作 用 な ど臨 床 的 検討

を行 な った。 投 与方 法 は1日1～4gを2回 に 分 け て,

1～2時 間 か け て の点 滴 静注 で 行 な った。

投 与 期 間 は4～20日 間(原 則 と し て5日 間)で あ っ

た 。

また,本 剤 の 投 与前 お よび投 与 後 に 菌 の分 離 同 定 を 行

ない,検 出菌についての検討 も行 なった。

臨床効果の判定は次の基 準に より行な った。

著効(廾);主 要 自他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し,

治癒 に至 つた場合。

有効(+):主 要 自他覚症状 が3圓 以内に改善の傾向を

示 し,そ の後泊癒 した場合。

無効(-):主 要 自他覚症状が3日 経過 して も改善 され

ない場合。

なお,手 術,切 開な ど外科的療法を併用 して有効であ

ったものは著効 とせず,有 効 とみな した。

臨床成績は一括 してTable 2に 示 した。

副作用お よび臨床検査値 の異常は全例に認め られなか

った。

III.ま と め

新 し く開発 された半合成ペ ニシ リンPC-9偶 について,

基 礎的 および臨床的検討を加え,以下の結果 がえられた。

1)産 婦人科領域か ら分離 されたE.coli,Klebsiella,

Pr.vulgarisに 対 してPC-904はCBPC,SBPCに 比

べ優れた抗菌力を示 したが,GMに 劣っていた。 しか し,

Pseudomonasに ついてはCBPC,SBPCでpeakが ≧50

μg/mlに 分布 しているの に 対 し,PC-904のpeakは

1.56～3.13μg/mlに あ り,ま たGMよ りも1管 程度優

れた成績 であった。

2)腎 孟腎炎10例,手 術後の膿瘍2例,子 宮溜膿腫

1例,子 宮労結合織炎1例,産 褥熱1例,術 創感染1例

の計16例 に対 してPC-904を1日1～4g点 滴静注し,

著効4例,有 効9例,無 効3例(有 効率81.3%)の 成績

をえた。 なお,副 作用お よび臨床検査値の異常は全例に

認め られ なかった。
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FUNDAMENTAL AND CLINICAL STUDIES OF PC-904 IN THE

FIELD OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY
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Fundamental and clinical investigations on PC-904, a new semisynthetic penicillin, were carried out
in the field of obstetrics and gynecology, and results were obtained as follows:

1) The antibacterial activity of PC-904 against E. coli, Klebsiella and Proteus vulgaris was supe-
rior to that of CBPC and SBPC, except that of GM. However, the peak activity of this drug against
Pseudonsonas was 1. 56.--3. 13 mg/m1 and slightly superior to that of GM by one grade, while that of
CBPC and SBPC was more than 50 pglml.

2) PC-904 was administered by drip infusion at daily dose of 1-4 g to 10 patients with pyelonephritis,
2 patients with post operative abscess, and other 4 patients. The results obtained were excellent in
4 cases, good in 9 cases, and ineffective in 3 cases. No side effects and no abnormalties on the labora-
tory findings were found in any of the patients.


